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 ウィリアム・フォークナー（William Faulkner , 1897－1962）が父親マリー・カスバー
ト・フォークナー（Murry Cuthbert Falkner, 1870－1932）とそりが合わなかったというの
は、伝記的にはよく知られた事実だが、それがフォークナー文学において、ドストエフスキ





ある先輩作家の『暗い笑い』（Dark Laughter, 1925）のパロディ小説『春の奔流』（The 
Torrents of Spring, 1926）を発表して、彼の単純素朴を信奉する文体や感傷性を風刺したの
とまさに同じ年の 7 か月遅れの 12 月に、フォークナーも『シャーウッド・アンダソンと他
















マッチョ・タイプの父親に、母親モード（Maud Butler Falkner, 1871－1960）から受け継
いだ引き締まった唇の薄さを”Snake-Lips” (Blotner, 187; Wittenberg, 23; Fowler, 24; Gray, 
80)と、揶揄と侮蔑を込めて呼ばれ、定職にもつかず、アルバイト仕事をしながら作家修業
する姿を、冷たい目で見られていたようである（Wittenberg, 26; Gray, 65, 84）。その父は
ウェスターンものを愛し、息子の小説を一冊も読んだことがないと公言していたが
（Wittenberg, 19; Fowler, 24）、母の方は、自らの母リーリア・バトラー（Lelia Dean Swift 
Butler, 1849－1907）の絵画の才能を受け継いで芸術的感性を持っていたので、息子の芸術
的な情熱には深い愛と理解を示していた。 
 一方、息子から見た父親は自分が熱情を持って身を入れていた鉄道の仕事を、 ”Young 
Colonel”と呼ばれた父ジョン・ウェズリー・トンプソン・フォークナー（John Wesley 







 このような父親の姿は、家父長制度が支配的な 20 世紀初頭の南部ミシシッピ州オックス
フォードという片田舎では、妻の支配に屈している実に不甲斐ない夫、つまり、息子のフォ
ークナーから見れば、世の中の営みの現実原則によって去勢された父親というふうに見えた
だろうことは、想像に難くない（Blotner 1984, 307－308 ）。父マリーが 1932 年 8 月 7 日
に 62 歳になる直前に心臓発作で亡くなったとき、作家の友人で文学代理人でもあったベン・
ワッソン（Ben Wasson, 1899－1982）宛ての手紙で、「おやじはおふくろにたった 1 年分ほ
どの経済的保証しか残してやらなかった。それで今度はおれの番ってわけだ」（Selected 
- 49 - 
Letters, 65）と、父の早すぎる死によって、フォークナー家の長としての経済的負担が自分






































兄弟』の 3 層構造を、2009 年出版の『ドストエフスキー 共苦する力』（東京外大出版会）
では、「自伝層」と「象徴層」の間に「歴史層」を入れて 4 層構造のプリズムから再度分析
している。本論ではこれらの概念を、『カラマーゾフの兄弟』のような単一のテクストでは



















































ナダのイギリス空軍（RAF）を除隊になって帰郷した年の翌 1919 年、彼が 22 歳の頃に、
故郷ミシシッピ州オックスフォードを南北に挟むメンフィスとニューオーリンズの両都市
を含めて、州内をうろつき回るという空間的な移動としてまず顕著に表れた。「生まれつき







いう home がありながら、いわば homeless になっていたという意味で、彼が家庭の両親の




















及したように、「自分たちアメリカ作家の世代の父に当たる」（Lion in the Garden, 249）と
明言していたアンダソンに対してである。フォークナーは自分が作家になるきっかけを作っ
てくれた恩人で もあ るアンダソンに 関す るエッセイ（ “Sherwood Anderson: An 
Appreciation,“ 1953; 後に、“A Note on Sherwood Anderson”と改題して、Essays, Speeches 
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なり下がっているとは言えないかもしれない。その意味で、フォークナー文学における父親
像の造形とその変容は、やはりヨクナパトーファ・サーガの出発作となった『土にまみれた







の父には物語がなかったのです。（中略）1870 年から 1912－14 年の間では、アメリカ人に
は語るべきものは何も起こりませんでした。父であるこのジョン・サートリスは、勇敢で剛
健であるとか、劇的であるとかいう場面に遭遇することが何もない時代に生まれ合わせたの


















































and the Fury, 172；原文はイタリックス）という彼の恨みのこもった嘆きが示唆するように、




はわたしが恐れずに胸を開ける子供なんです」（The Sound and the Fury, 102；原文にも句
読点なし）と夫に向かって言う彼女の言葉は、どうやら夫婦間の日常的な不和の光景の一部













































「温かみがあり、気さくで陽気で野性的な」(“a warmer thing, spontaneous and merry and 
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明しようとしたのではないか。その真の南部を見つめる道は、南部にかかっている「呪いは










＊ 本稿は 2009 年 6 月 27 日に慶応義塾大学で開催された日本アメリカ文学会東京支部主催
のシンポジアム「今なぜフォークナーか？」に招待されて行った口頭発表に加筆・修正
を施したものである。なお日本ヘミングウェイ協会の機関誌『ヘミングウェイ研究』第





Blotner, Joseph L. Faulkner: A Biography. 2 vols. New York: Random House,1974.  
One-vol. rev. ed. 1984. 
――, ed. Selected Letters of William Faulkner. New York: Random House, 1977. 
Faulkner, William. “An Introduction to The Sound and the Fury.” A Faulkner Miscellany.  
Ed. James B. Meriwether. Jackson: University Press of Mississippi, 1974. 156－
61.   
――.  Flags in the Dust. Ed. Douglas Day. New York: Random House, 1973. 
――.  Light in August. New York: Vintage International, 1990.  
――.  “A Note on Sherwood Anderson.” Essays, Speeches & Public Letters by William 
Faulkner. Ed. James B. Meriwether. New York: Random House, 1965. 3－10. 
――.  The Sound and the Fury. New York: Vintage International, 1990.  
Fowler, Doreen. Faulkner: The Return of the Repressed. Charlottesville: University 
Press of Virginia, 1997. 
Gray, Richard. The Life of William Faulkner: A Critical Biography. Oxford: Blackwell, 
1994. 
- 59 - 
Gwynn, Frederick L, and Joseph L. Blotner, eds. Faulkner in the University: Class 
Conferences at the University of Virginia, 1957-1958. New York: Vintage Books, 
1959. 
Hamblin, Robert W. Introduction. Faulkner: A Comprehensive Guide to the Brodsky 
Collection. Vol. The Letters. Ed. Louis Daniel Brodsky and Robert W. Hamblin. 
Jackson: University Press of Mississippi, 1984. xi-xxviii. 
Meriwether, James B., and Michael Millgate, eds. Lion in the Garden: Interviews with 
William Faulkner, 1926-1962. New York: Random House, 1968. 
Sensibar, Judith. The Origins of Faulkner ’s Art. Austin: University of Texas Press, 1984. 
Watson, James G., ed. Thinking of Home: William Faulkner ’s Letters to His Mother and 
Father 1918-1925. New York: W.W.Norton, 1992. 
Weinstein,Philip. “ 'If I Could Say Mother': Construing the Unsayable about 
Faulknerian Maternity." Faulkner's Discourse: An International Symposium. 
Ed. Lothar Hönnighausen. Tubingen: Max Niemeyer Verlag, 1989. 3－15. 
Wittenberg, Judith. Bryant.Faulkner: The Transfiguration of Biography. Lincoln: 
University of Nebraska Press, 1979.  
上野俊哉『ディアスポラの思考』、筑摩書房、1999 年。  
亀山郁夫「ドストエフスキーの生涯」、ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』、亀山郁夫
訳、エピローグ別巻、光文社、2007 年、65－353 頁。 
――.『ドストエフスキー 共苦する力』、東京外国語大学出版会、2009 年。 
島田裕巳『父殺しの精神史』、法蔵館、1993 年。 













- 60 - 
Patricide in the Fiction of William Faulkner: 




We know the biographical fact that William Faulkner was at variance with his 
father. It can naturally be considered, then, that, as a way of subduing and then literally 
sublimating his own grudge against the father, the writer Faulkner tried to retaliate and 
punish him by creating shiftless or absent fathers in his fiction.  He realized, however, 
in the process of producing his early masterpieces the paradox that the punishment 
would necessarily rebound on him, because the father-son relationship was a part of the 
family relationship which he began, with Flags in the Dust, to pursue as an important 
subject of his canon. The aim of this paper is to explore biographically and textually the 
aspects of his dealing with that relationship. 
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